
第 275回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

良き本に出会う 〜 心の支えとなる先人の言葉 〜 

 

2024年8月13日 順天堂大学から 新渡戸稲造記念センターに寄り、第115回『がん哲学外来メデイカ

ル・カフェ＠よどばし』(淀橋教会に於いて)に赴いた(画像)。 個人面談の機会も与えられた。 

 

1.『腫瘍』と『がん細胞』は、何が違うのでしょうか？ 

2.がん細胞であるかどうかを調べるのに、１番分かりやすいものは  

どんな検査ですか？ 

3.腫瘍マーカーは どのくらい信頼度がありますか？ 

4.遺伝子を調べて、体質や罹りやすい病気を知るという検査がありますが、 

しておいた方が良いでしょうか？ 

5.抗がん剤が 効かないがんは ありますか。 

 

などなど真摯な質問を頂いた。 筆者は、病理学者として、全力を尽くして答えた。 大変有意義な

貴重な時となった。 

 

『健康と良い友だち』9月号の『わが街ザ・ドクター』の原稿が送られて来た。 

 

患者さん自身が生きる力を 取り戻す『言葉の処方箋』 

良い言葉が見つかれば より良く生きる力になる 

病気にかかっていても、病人ではない生き方を 

 

【若い頃から読書が好きで特に感銘を受け、心の師として尊敬しているのは『武士道』を出版した

教育者 新渡戸稲造(1862-1933)。 そのほか政治学者の南原繁(1889-1974)、思想家の内村鑑三

(1861-1930)、経済学者の矢内原忠雄(1893-1961)の本も熟読している。『限りある人生を充実させ

るためには、良き師に出会う、良き友に出会う、良き本に出会うことが大事だと思っています。 仮

に病気になって 良き師や良き友と出会う機会がなかったとしても、良き本との出会いは、いつで

もできます。 本の中で出会う先人の言葉には、困難に立ち向かうときに 心の支えとなる力がある

ので、その言葉に早く出会えるよう お手伝いできれば本望です』】と筆者は、さりげなく語った。 

 

8月14日は、第97回『目白カフェ８周年記念』(目白町教会)に赴く(画像)。 

 

  



 

 

 


